

















































































































































































































































































































































































































































































































































florales)、woody (notes boisées)、oriental (notes
orientales) など、そしてwoodyも更に、dry woods































































































































































Labanotation N. Badler et al.












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図35 Massin, Les cris de la ville: commerce ambulants et petits
métiers de la rue, Paris, Gallimard, 1978; Nicoles De Reyniés, Le




















































Loux, Le jeune enfant et



































































































































































































図54 A. Vertier et M.-J. Lamothe, Le livre de




Henry Des métiers et des hommes an village,
Paris, Seuil, 1975）。これに対して日本の桶
屋は、平座位で裸足のため、足先で加工
対象を固定できる。須藤功（編）『写真で
見る日本生活図引』3、弘文堂、1988年
p.137（左）、p.136（右）
図57 自動車の廃品ステアリング・ロ
ッドを利用して、燧石銃の銃身を作る
村の鍛冶屋。裸足の平座位が、足指で
の対象の固定を可能にしている。西ア
フリカ・マリ中部のセグーで、1991年、
筆者撮影
図55 『北斎漫画』より
図53 フランス中部オーヴェルニュ地方の
木靴作り。2003年、筆者撮影
29
や、足指の利用（図 20）など、平座位の作業姿勢
と「人体の道具化」とは、相補的な関係にあるとい
えるだろう。
5 舞踊における身体技法
舞踊における身体技法の多様性を、最も基本的な
差異の一つである、上下方向への指向性によって、
（1）跳躍＝天上指向（ヨーロッパ）、（2）シャッフ
ル＝大地接触指向（西アフリカ）、（3）腰を落とし
上体前傾で足を踏みしめる大地指向（日本）の3つ
に分け、それぞれの特色を、あくまで他の2つの指
向との対比において、大胆に一般化し、予備的な問
題整理を試みる。
（1）跳躍＝天上指向（ヨーロッパ）
ヨーロッパ人の育児法における、反・地面指向、
天の神への賛美と憧憬は、神のいます天と人間世界
をつなぐ存在としての、美しい声で囀る小鳥への思
い入れ（オリヴィエ・メシアン、ジョットーなど）、
鳥の翼がついている天使の図像象徴、律動的な3拍
子系のリズムの優越などが相俟って、民俗舞踊レベ
ルからバレーまで、ヨーロッパ人の身体表現におけ
る、跳躍と天上指向の基盤をなす。
（2）シャッフル＝大地接触指向（西アフリカ内陸
サバンナ）
上体はやや前屈させたまま、両足の裏を地面には
げしくこすりつける（図58）。跳躍はない。パーカ
ッシヴな音の圧倒的優越。ポリリズムと、それに身
体の各部位が反応するかのような、ポリセントリッ
クな動き。描記的動きはまったくない。
（3）腰を落とし上体前傾で足を踏みしめる大地指
向（日本）
跳躍があったとしても、天上指向の跳躍ではなく、
膝から下を折り上げ、強く踏みしめる前提としての
跳躍（図 59）（図 60）。反
へん
閇
ばい
。地下の悪霊を踏み鎮
める。拍における四つ間の優越。約束に基づく象徴
非
文
字
資
料
に
よ
る
人
類
文
化
研
究
の
た
め
に
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図60 同
図59 森下はるみ氏所蔵の資料を、
同氏のご厚意により使用
図58 葬式の踊り
で、両足をはげしく
シャッフルさせる。
西アフリカ・ブルキ
ナファソ南部で、
19778年筆者撮影
第1部●身体技法30
化された描記的動きが多い。大地指向といっても、
（2）の西アフリカ内陸サバンナの場合のような、シ
ャッフルによって大地にすり寄るものではない。た
だし、これらの特徴は主に舞台芸術化された舞踊に
ついての、やや過度に一般化された特色であり、民
俗芸能レベルでは日本列島内にも著しい多様性があ
り、基層文化の系統論とも関わるので、単純化して
述べることは困難である。
Ⅳ まとめ
本COEプロジェクトの課題『人類文化研究のた
めの非文字資料の体系化』の最終報告書として、私
の所属する第2班に与えられた研究対象「感性と身
体技法」について、本稿では現生人類ヒトを他の生
物と共通の視野で、一つの「知覚＝運動有機体」
sensorimotor organismとしてとらえた上で、感性
と身体技法に基づく、人類文化研究の理論化を試み
た。
その際、感性の諸側面相互の関係を考察し、その
中で視覚に基づく二次元表象としての「文字」の特
質を明らかにし、人類文化研究にとって「非文字資
料」が、特にとりあげられる根拠を述べた。同時に、
本稿の論を進める上で改めて問われる、「文化」「社
会」「民俗」「地域」「個我」などの概念の再定義を
行った。また、人類文化を比較の視野において研究
する方法として、かねてから私が提唱してきた「文
化の三角測量」について検討した。
文化を生む主体であるヒトの身体の、文化によっ
て条件付けられる側面である身体技法が、時間にお
いて示す持続性と、ある範囲の人々が共有する「民
俗」の内において示す広がりとを、具体例について
示し、非文字資料としての身体技法研究の意義を述
べた。そして身体技法の2つの主要な側面、実用と
表現のうち、本稿では、実用の側面に属する運搬と
作業姿勢、表現の側面として舞踊を取り上げ、先に
検討した「文化の三角測量」の方法によって比較考
察した。
本稿では、与えられた研究課題の基礎となるべき
概念と方法の検討に重点が置かれたが、本稿で明ら
かにされた概念と方法に従って、今後さらに多くの
資料に基づいて研究を進めて行きたいと考えてい
る。
（かわだ・じゅんぞう）
【注】
（1） 筆者が40年近く前に発表した、初めての学問的著作は、『無文字社会の歴史』だった。これは、パリ第5
大学に提出した博士論文の方法論の部分を、日本語で拡張して書いたもので、岩波書店発行の月刊誌『思
想』に、1971年5月号から1974年11月号まで断続して連載した。1976年12月に岩波書店から単行本とし
て刊行されて版を重ね、その後1990年からスタートした岩波同時代ライブラリーの1冊として、同シリー
ズの廃止後、2001年からは「岩波現代文庫」の1冊として刊行され続けてきた。題名も示すように、「非
文字資料による人類文化の研究」を、方法論として体系化しようと試みたものである。
（2） 川田『口頭伝承論』平凡社ライブラリー（下）、2001［1992］所収の「はなしの演戯性」参照。
（3） 川田「図像象徴性研究のための予備的覚え書き」［2002］『コトバ・言葉・ことば』青土社、2004：pp.45-
74。
（4） 川田『文化をつくる身体』岩波新書（近刊）参照。
（5） 川田『もうひとつの日本への旅　―モノとワザの原点を探る―』中央公論新社、2008 に多くの事例を挙
げて論じた。
（6） 川田「「地域」とは何か　―その動態研究への試論―」『人類学的認識論のために』岩波書店、2004：
pp.75-126。
（7） 川田『文化の三角測量　―川田順造講演集―』人文書院、2008。
（8） 川田『文化人類学とわたし』青土社、2007所収の「文化人類学とは何か」「感性の人類学のための覚え書
き」［2006］、「感性の中のとき、ところ、ことば」等参照。
（9） 注7の文献所収の「モノとヒトのかかわり合い方について考える」参照。
（10）川田「「しるす」ことの諸形式」『人類学的認識論のために』岩波書店、2004：pp.129-160。
